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　２
０
１
９
新
執
行
体
制
を
確
立

　
県
本
部
は
３
月
　
日
、
ひ

14

た
ち
な
か
市
の
那
珂
湊
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
第
１
１
５

回
臨
時
大
会
を
開
き
、
当
面

の
闘
争
方
針
を
決
定
す
る
と

と
も
に
２
０
１
９
年
度
新
執

行
部
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
議
長
団
に
阿
見

町
職
の
木
下
代
議
員
、
県
職

連
合
の
小
室
代
議
員
を
選
出

し
た
あ
と
、
執
行
部
を
代
表

し
て
千
歳
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
し
、「
２
０
１
９
春
闘
、
組

織
強
化
、
統
一
自
治
体
選

挙
、
参
議
院
選
挙
に
全
力
で

取
り
組
も
う
」
と
、
訴
え
ま

し
た
。

　
来
賓
と
し
て
、
内
山
連
合

茨
城
会
長
が
駆
け
つ
け
、
春

季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み
強

化
と
自
治
体
・
参
院
選
挙
の

推
薦
候
補
勝
利
に
向
け
た
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
一
般
経
過
を
君
和

田
書
記
長
、
会
計
中
間
報
告

を
鈴
木
副
委
員
長
、
会
計
監

査
報
告
を
藤
枝
会
計
監
査
が

そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
ま
し
た
。

　
質
疑
討
論
は
な
く
、
全
体

の
拍
手
で
報
告
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
議
事
に
移
り
、

「
専
従
役
員
の
数
お
よ
び
役

職
の
承
認
」、「
離
籍
専
従
役

員
の
登
録
に
係
る
信
任
投
票

の
実
施
に
つ
い
て
」
を
先
行

し
て
提
案
・
承
認
の
あ
と
、

第
１
号
議
案
の
「
当
面
の
闘

争
方
針
」
を
斉
賀
副
委
員
長

が
提
案
し
ま
し
た
。　

　
質
疑
討
論
で
は
、
青
年
部
 

・
篠
塚
部
長
、
現
業
評
・
石
神

議
長
、
女
性
部
・
黒
須
部
長
、

国
保
労
組
・
井
坂
代
議
員
、

衛
生
医
療
評
・
藤
田
前
議
長

の
５
名
の
専
門
部
・
評
議
会

代
表
か
ら
方
針
を
補
強
す
る

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
単
組
か
ら
は
、「
時
間
外

上
限
規
制
と
労
基
法
　
協
定

36

再
協
定
の
取
り
組
み
」（
小

林
・
県
職
連
合
）、「
組
合
員

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
の
春
闘
要

求
の
取
り
組
み
と
国
体
開
催

時
期
と
県
本
部
運
動
の
早
め

の
対
応
調
整
を
」（
木
内
・
那

珂
）、「
時
間
外
上
限
規
制
と

　
協
定
に
つ
い
て
の
要
求
・
交

36渉
申
し
入
れ
。
組
織
内
・
飯

田
正
美
候
補
へ
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
」（
照
山
・
水
戸
）、

「
経
費
削
減
ば
か
り
の
当
局

だ
が
、
財
政
分
析
か
ら
収
支

黒
字
が
明
確
と
な
り
、
時
間

外
完
全
支
給
や
人
員
確
保
の

要
求
に
取
り
組
む
」（
岡
部
・

日
立
）、「
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
導
入
と
財
源
・
正
規

化
・
退
職
手
当
支
給
な
ど
の

問
題
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
」

（
友
信
・
龍
ケ
崎
）、「
行
方
医

療
セ
ン
タ
ー
の
縮
小
と
地
域

医
療
拡
充
の
取
り
組
み
、
国

保
制
度
改
正
に
よ
る
業
務
多

忙
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
」（
古
渡
・
行
方
）、「
可
能

と
な
っ
た
独
立
行
政
法
人
に

よ
る
窓
口
業
務
委
託
問
題
へ

の
対
応
強
化
に
つ
い
て
」（
根

本
・
水
戸
）の
７
名
の
代
議
員

か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
執
行
部
答
弁
の

あ
と
挙
手
採
決
の
結
果
、
圧

倒
的
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
　
次
に
、
役
員
選
挙
が
あ

り
、
立
候
補
者
の
決
意
表
明

を
受
け
た
あ
と
、
信
任
投
票

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、「
全
日
本
自

治
体
職
員
等
ス
ポ
ー
ツ
大
会

茨
城
県
大
会
の
取
り
組
み
」、

「
規
約
・
規
定
の
一
部
改
正

（
討
議
案
）」、「
特
別
執
行
委

員
の
承
認
」
の
議
案
が
提
案

さ
れ
、
全
体
の
拍
手
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
千
歳
委
員
長
の

音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を

三
唱
し
、
春
闘
を
起
点
に
年

間
の
闘
い
の
決
意
を
固
め
ま

し
た
。

団結ガンバロー三唱で闘う決意を固めた県本部臨時大会

が
求
め
ら
れ
、
２
月
　
日
に

19

は
、
牛
久
市
職
で
県
内
４
つ

目
と
な
る
「
非
常
勤
職
員
部

会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
全
単
組
で
の
処
遇

改
善
、
組
織
化
の
取
り
組
み

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
二
点
目
は
組
織
強
化
で

す
。
新
規
採
用
職
員
の
全
単

組
で
の
１
０
０
％
加
入
組
織

化
の
準
備
と
対
応
を
お
願
い

し
ま
す
。
組
織
の
強
化
、
担

い
手
育
成
の
課
題
は
組
合
員

が
一
人
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
を
要
求
と
し
て
掲
げ
粘

り
強
く
あ
き
ら
め
ず
、
交

渉
・
協
議
を
行
い
、
要
求
の

前
進
を
図
る
と
い
う
基
本
的

な
活
動
を
よ
り
丁
寧
に
組
合

員
と
と
も
に
進
め
る
こ
と
か

ら
し
か
組
織
の
強
化
・
拡
大

は
図
れ
な
い
と
考
え
ま
す
。

県
本
部
も
単
組
と
一
体
と

な
っ
て
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
三
点
目
は
、
政
治
的
な
取

組
み
で
す
。
国
会
で
は
統
計

不
正
問
題
、
昨
年
は
、
水
道

法
の
強
行
成
立
な
ど
が
続
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
倍
首

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

２
０
１
９
年
度
県
本
部
執
行
体
制

執
行
委
員
長
 

千
歳
　
益
彦
（
県
職
連
合
）
 

 

　
　
　
　
　
・
離
席
専
従

副
執
行
委
員
長
 
樫
村
　
　
浩
（
常
陸
太
田
市
職
）

 

　
　
　
　
　
・
専
従

　
　
　
〃
 

鈴
木
　
良
博
（
水
戸
市
職
）

 

　
　
　
　
　
・
専
従

書
　
記
　
長
 

君
和
田
康
夫
（
鹿
嶋
市
職
）

 

　
　
　
　
　
・
専
従

書
 記
 次
 長
 

花
島
　
浩
之
（
牛
久
市
職
）

 

　
　
　
　
　
・
専
従

組
 織
 部
 長
 

宮
田
竜
一
郎
（
常
陸
大
宮
市
職
）

 

　
　
　
　
　
・
専
従

執
行
委
員
 

鈴
木
　
秀
文
（
県
職
連
合
）

　
　
〃
 

関
　
　
京
子
（
県
職
連
合
）

　
　
〃
 

山
田
　
　
茂
（
県
職
連
合
）

　
　
〃
 

海
老
澤
敦
子
（
県
職
連
合
）

　
　
〃
 

今
橋
　
孝
仁
（
日
立
市
職
）

　
　
〃
 

細
谷
　
悠
一
（
那
珂
市
職
）

　
　
〃
 

松
下
　
哲
也
（
笠
間
市
職
）

　
　
〃
 

加
倉
井
美
鈴
（
城
里
町
職
）

　
　
〃
 

岡
部
　
直
樹
（
行
方
市
職
）

　
　
〃
 

山
崎
　
隆
博
（
龍
ケ
崎
市
職
）

　
　
〃
 

加
藤
　
卓
也
（
阿
見
町
職
）

　
　
〃
 

阿
部
　
秀
樹
（
つ
く
ば
市
職
）

　
　
〃
 

草
地
　
孝
幸
（
日
立
市
社
福
労
）

会
計
監
査
 

小
室
　
正
勝
（
県
職
連
合
）

　
　
〃
 

稲
田
　
智
大
（
土
浦
市
職
）

　
　
〃
 

清
宮
　
宗
尚
（
東
海
村
職
）

【
特
別
執
行
委
員
】
　

連
合
茨
城
副
事
務
局
長

 

根
本
　
陸
男
（
県
職
連
合
出
身
）

茨
城
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
専
務
理
事

 

日
下
部
　好
美
（
牛
久
市
職
出
身
）

茨
城
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長

 

鈴
木
　
博
久
（
水
戸
市
職
出
身
）

茨
城
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
副
理
事
長

 

黒
江
　
正
臣
（
県
職
連
合
出
身
）

大
子
町
議
会
議
員
 
吉
成
　
好
信
（
大
子
町
職
出
身
）

石
岡
市
議
会
議
員
 
岡
野
　
孝
男
（
石
岡
市
職
出
身
）

水
戸
市
議
会
議
員
 
飯
田
　
正
美
（
水
戸
市
職
出
身
）

鹿
嶋
市
議
会
議
員
 
菅
谷
　
　
毅
（
鹿
嶋
市
職
出
身
）

【
離
籍
専
従
役
員
】

茨
城
県
職
員
組
合
中
央
執
行
委
員
長

 

須
之
内
  浩
二
（
県
職
連
合
）

自治労茨城県本部
第１１５回臨時大会

　
次
に
、
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
施
行
に
向
け
た
臨

時
・
非
常
勤
の
処
遇
改
善
・

組
織
化
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
で
す
。
自
治
体
当
局
の
条

例
・
規
則
化
の
予
定
が
後
ろ

倒
し
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
組
合
と
の
十
分
な
交

渉
、
協
議
、
合
意
を
求
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
合
わ
せ
て
、
臨
時
・
非

常
勤
職
員
の
組
織
化
も
対
応

正
と
規
則
制
定
へ
の
対
応
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
公
務
の
働
き
方
改
革
と
し

て
、
時
間
外
労
働
不
払
い
の

解
消
、
時
間
外
労
働
の
縮
減

と
人
員
確
保
、
労
働
基
準
法

　
条
協
定
締
結
な
ど
を
推
進

36す
る
た
め
、
当
局
と
の
協
議
・

交
渉
を
行
い
、「
真
の
働
き
方

改
革
」
の
実
現
を
図
り
労
働

組
合
の
存
在
意
義
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
一
点
目
は
、
春
闘
を
秋
の

賃
金
確
定
闘
争
の
ス
タ
ー
ト

と
位
置
づ
け
、
確
定
期
ま
で

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
提
起
し
て
い
ま

す
。
春
闘
期
に
要
求
を
ま
と

め
、
当
局
に
提
出
し
、
交
渉
・

協
議
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
、
労
働
基
準

法
改
正
を
踏
ま
え
た
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
の
条
例
改

相
は
憲
法
９
条
改
正
を
断
念

す
る
こ
と
な
く
、
沖
縄
で
は

辺
野
古
の
海
へ
の
土
砂
投
入

の
継
続
を
強
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
強
権
的
な
安

倍
政
権
の
政
治
を
変
え
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

当
面
、
飯
田
正
美
さ
ん
、
岡

野
孝
男
さ
ん
、
菅
谷
毅
さ

ん
、
３
名
の
組
織
内
候
補
を

は
じ
め
と
す
る
統
一
自
治
体

選
挙
で
の
推
薦
候
補
の
勝
利

と
、
引
き
続
く
７
月
の
参
院

選
挙
に
向
け
全
国
比
例
区
・

自
治
労
組
織
内
候
補
「
岸
ま

き
こ
」
へ
の
組
合
員
・
ご
家

族
へ
の
支
持
拡
大
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大会あいさつ

春
闘
か
ら
闘
い
を
開
始
し
よ
う

自
治
労
茨
城
県
本
部
執
行
委
員
長
　
千
　
歳
　
益
　
彦

　春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参
院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力

春
闘
・
自
治
体
選
・
参
院
選
全
力
ででででででででででででででででででででででででででででででで

　春
闘
・
自
治
体
選
・
参
院
選
全
力

春
闘
・
自
治
体
選
・
参
院
選
全
力
でで
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東
京
電
力
福
島
第
一
事
故

か
ら
８
年
目
を
迎
え
る
中
で

３
月
　
日
に
は
、
福
島
県
民

16

大
集
会
が
開
か
れ
、
集
会
後

に
フ
ク
シ
マ
連
帯
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
が
編
成
さ
れ
、
関
東
各

県
を
訪
問
し

な
が
ら
　
日
21

の
「
さ
よ
な

ら
原
発
集

会
」
に
合
流

し
ま
す
。

　
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
は
、
３

月
　
日
に
来

18
県
し
、
東
海

第
２
原
発
の

　
キ
ロ
圏
内

30　
自
治
体
に

15対
し
て
、
脱

原
発
な
ど
の

要
請
行
動
を

展
開
し
、
こ

の
日
の
夜
、
自
治
労
会
館
で

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
歓
迎
す
る

連
帯
集
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
　
主
催
者
を
代
表
し
て
鈴
木

茨
城
平
和
擁
護
県
民
会
議
代

表
は
、
先
の
東
海
第
２
原
発

の
再
稼
働
に
向
け
た
原
子
力

規
制
委
員
会
の
住
民
説
明
会

に
つ
い
て
触
れ
、「
県
は
国

の
説
明
を
聞
け
ば
、
住
民
に

安
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

し
た
の
だ
ろ
う
が
、
不
安
は

一
層
増
し
た
と
い
え
る
」
と

指
摘
し
、「
再
稼
働
反
対
の

取
り
組
み
を
引
き
続
き
強
め

て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
続
い
て
、「
東
海
第
２
原

発
再
稼
働
問
題
」に
つ
い
て
、

東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
　
！
No

茨城集会であいさつするフクシマキャラバン隊のメンバー 

フ
ク
シ
マ
連
帯
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
歓
迎

東
海
村
村
会
議
員
の
阿
部
功

志
さ
ん
が
講
演
し
ま
し
た
。

　
阿
部
さ
ん
は
と
く
に
、

「
東
海
第
２
原
発
を
運
転
す

る
日
本
原
電
は
安
全
対
策
費

や
廃
炉
費
用
、
事
故
賠
償
費

用
は
用
意
で
き
な
い
企
業
」

と
指
摘
し
、「
そ
れ
を
支
援

す
る
東
京
電
力
は
、
フ
ク
シ

マ
事
故
以
来
、
公
的
資
金
で

運
営
さ
れ
て
い
る
企
業
。
福

島
の
被
災
者
の
支
援
に
回
さ

ず
に
原
電
に
回
す
と
は
背
任

行
為
だ
」
と
強
く
批
判
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
再
稼
働
し

て
も
３
千
億
円
の
安
全
対
策

費
を
稼
ぐ
の
は
不
可
能
」

と
、
日
本
原
電
の
経
理
的
基

盤
と
将
来
性
に
疑
問
を
投
げ

か
け
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

の
紹
介
と
報
告
・
訴
え
を
受

け
た
あ
と
、
全
員
で
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
し
、
脱
原

発
に
向
け
た
決
意
を
固
め
ま

し
た
。

駅
悦
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詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

つ
く
ば
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
阿
部
　
秀
樹

副
執
行
委
員
長
　
本
橋
　
　
淳

書
　
記
　
長
　
棚
谷
　
佳
典

執
　行
　委
　員
　
久
保
田
博
之

　
　
〃
　
　
　
伊
藤
　
宏
一

　
　
〃
　
　
　
佐
藤
美
寿
津

　
　
〃
　
　
　
池
田
　
幸
子

　
　
〃
　
　
　
森
本
木
綿
子

　
　
〃
　
　
　
中
島
　
千
明

　
　
〃
　
　
　
中
村
　
清
美

県
本
部
書
記
会
議

議
　
　
　
長
　
青
柳
　
宏
和

（
県
職
連
合
）

副
　
議
　
長
　
萱
橋
　
敬
子

（
龍
ケ
崎
市
職
）

副
　
議
　
長
　
川
野
　
真
弓

（
日
立
市
職
）

事
　務
　局
　長
　
山
﨑
　
智
史

（
県
本
部
書
記
労
）

幹
　
　
　
事
　
丹
　
美
和
子

（
常
陸
太
田
市
職
）

　
　
〃
　
　
　
吉
田
　
紀
子

（
東
海
村
職
）

　
　
〃
　
　
　
福
田
扶
美
江

（
つ
く
ば
市
職
）

　
　
〃
　
　
　
山
口
　
久
美

（
鹿
嶋
市
職
）

　
　
〃
　
　
　
児
玉
　
礼
子

（
取
手
市
職
）

　
　
〃
　
　
　
神
谷
　
　
進

（
県
職
連
合
）

各
単
各
単
組組役

　
　
役
員員

い
。
使
用
者
側
の
責
任
で
取

得
さ
せ
る
よ
う
、
知
恵
を
絞

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。
労
働
者
の
側
か
ら
も

「
今
度
ま
と
め
て
休
み
ま
す
」

と
希
望
を
出
し
や
す
く
な
る

の
で
は
な
い
か
。

　
Ｑ
　
希
望
し
な
い
日
に
無

理
や
り
取
ら
さ
れ
る
の
は
嫌

だ
な
。

　
Ａ
　
厚
生
労
働
省
は
、
会

社
が
取
ら
せ
る
日
を
指
定
す

る
場
合
、「
労
働
者
の
希
望
に

沿
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」と
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
的
に
取
得
日
を
決
め
る

の
は
駄
目
だ
よ
。
ま
た
、
今

あ
る
夏
休
み
な
ど
を
年
休
５

日
分
に
充
て
て
ご
ま
か
す
や

り
方
は
不
利
益
変
更
で
、
違

法
の
可
能
性
が
あ
る
。

れ
て
い
な
い
。
病
気
な
ど
不

慮
の
事
態
に
備
え
る
こ
と

と
、
そ
も
そ
も
取
り
に
く
い

職
場
の
雰
囲
気
が
あ
る
こ
と

が
大
き
な
理
由
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
今
度
の
「
強
制
取

得
」
規
定
は
、
少
な
く
と
も

年
休
を
と
り
に
く
い
雰
囲
気

を
変
え
さ
せ
る
上
で
は
効
果

が
あ
る
と
思
う
よ
。

　
Ｑ
　
例
え
ば
？

　
Ａ
　
５
日
未
満
の
労
働
者

を
放
置
し
た
ら
、
使
用
者
が

罰
せ
ら
れ
る
ん
だ
。「
取
ら
な

い
労
働
者
の
方
が
悪
い
」な

ん
て
言
い
訳
は
も
う
通
ら
な

い
え
な
い
状
態
だ
よ
。

　
Ｑ
　
ど
ん
な
内
容
な
の
？

　
Ａ
　
年
　
日
以
上
の
年
休

10

を
付
与
さ
れ
る
労
働
者
が
対

象
で
、
使
用
者
は
最
低
５
日

分
の
年
休
を
取
得
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
定
め
ら

れ
た
。
年
休
を
５
日
以
上
取

れ
て
い
な
い
労
働
者
を
放
置

し
た
使
用
者
に
は
　
万
円
以

30

下
の
罰
金
な
ど
が
課
さ
れ

る
。
　
Ｑ
　
こ
れ
で
年
休
取
得
は

進
む
の
か
な
あ
。

　
Ａ
　
日
本
で
は
、
付
与
日

数
の
半
分
程
度
し
か
消
化
さ

り
込
ま
れ
て
い
て
、
今
年
の

４
月
に
施
行
さ
れ
る
。
就
業

規
則
の
変
更
が
必
要
に
な
る

ん
だ
が
、
使
用
者
と
労
働
者

へ
の
周
知
は
ま
だ
十
分
と
は

　
Ｑ
　
年
次
有
給
休
暇
（
年

休
）
の
制
度
が
変
わ
る
ん

だ
っ
て
？

　
Ａ
　
う
ん
。
昨
年
成
立
し

た
働
き
方
改
革
関
連
法
に
盛

民
間
で
は
年
５
日
取
得
が
義
務
に

　
　
　
　
　
（
一
部
公
務
員
も
）

？？Q&AQ&A
焦点焦点

デザイナーベイビータブレット教科書 ニュース・ワード

た
が
、
正
式
な
教
科
書
で
は

な
く
副
教
材
の
扱
い
で
し

た
。
紙
の
教
科
書
は
当
面
併

用
予
定
で
す
。

　
視
覚
障
害
や
、
識
字
障
害

が
あ
る
児
童
・
生
徒
の
場
合

は
、
全
教
科
で
使
用
が
許
可

さ
れ
ま
す
。

　
紙
の
教
科
書
で
は
不
可
能

だ
っ
た
「
文
字
の
拡
大
」

「
音
声
の
読
み
上
げ
」
な
ど

の
機
能
が
あ
り
、
授
業
を
理

解
し
や
す
く
す
る
一
方
で
、

問
題
も
あ
り
ま
す
。

　
小
中
学
校
で
は
紙
版
が
す

べ
て
無
償
提
供
さ
れ
て
き
た

の
に
対
し
、
電
子
版
は
保
護

者
ら
が
費
用
を
負
担
す
る
こ

と
に
な
る
の
も
そ
の
一
つ
。

液
晶
画
面
を
長
時
間
見
る
こ

と
に
よ
る
視
力
低
下
な
ど
も

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
よ
り
小
中
高
の

一
部
の
授
業
に
導
入
さ

れ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
教
科
書
。
こ
れ
ま
で

も
使
用
さ
れ
て
き
ま
し

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

（
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
の
耐
性
を
も

つ
よ
う
ゲ
ノ
ム
（
全
遺
伝
情

報
）
編
集
さ
れ
た
双
生
児
が

誕
生
し
ま
し
た
。
世
界
初
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
ベ
イ
ビ
ー
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
英
国
な
ど
で
も
、

受
精
卵
操
作
が
行
わ
れ
た
例

は
あ
り
ま
す
が
、
倫
理
上
の

問
題
か
ら
基
礎
研
究
ど
ま
り

で
、
臨
床
応
用
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
ゲ
ノ
ム
編
集
は
先
天
的
疾

患
を
回
避
す
る
た
め
に
有
効

と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。
一

方
で
、
親
の
望
む
よ
う
な
容

貌
や
知
力
を
備
え
た
「
赤

ち
ゃ
ん
づ
く
り
」
に
利
用
さ
れ

か
ね
な
い
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
受
精
卵
を
遺
伝
子
操

作
し
、
特
定
の
性
質
を

も
た
せ
る
子
ど
も
の
こ
と

で
す
。

　
昨
年
　
月
、
中
国
で

12


